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表１ 平成１９年度 本校英語学習実施カリキュラム  
 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 
?
?
?
?
?
?
初めての出会い 
遠足のお話をしよう 
（動物） 
色と形で遊ぼう 
 
お絵かきをしよう 
・誕生日のグラフを作ろ
う（月名） 
・アルファベットを覚え
よう（大文字） 
・Let’s count！ 
（1～100までの数字） 
自己紹介をしよう 
 
 
Number and time 
 
自己紹介をしよう 
 
３択クイズをつくろう 
 
自分の誕生日が言える
ようになろう 
Let’s make my English 
dictionary 
 
好きなことは何です
か？ 
 
Let’s Make a friend 
data bank 
 
英語で学習しよう 
 
 
１学期の復習 
?
?
?
?
?
?
ミュージカルのお話を
しよう 
ハロウィン 
買い物をしよう 
（食べ物） 
クリスマス会をしよう 
・When’s your 
 Birthday？（序数） 
・ハロウィンパーティー
をしよう 
・身体で表現しよう 
(「From head to toe」) 
・クリスマスカードを作
ろう 
名探偵ABC 
 
 
 
What’s this? 
Let’s cheer! 
 
 
My town 
 
 
 
My Family 
 
ことわざカルタを 
つくろう 
 
ひとこと英語スキット
をつくろう 
 
クリスマスカードを 
つくろう 
Simon says 
 
校内オリエンテーリン
グをしよう 
 
できること紹介をしよ
う 
 
２学期の復習 
?
?
?
?
?
?
お正月の遊びをしよう 
 
 
いろいろな乗り物 
 
 
１年間のまとめ 
・冒険しよう！ 
(「Bears in the night」) 
 
・アルファベットを覚え
よう（小文字） 
 
・一年間のまとめ 
Can you make the 
snowman? 
アルファベットを書こ
う 
クラスの英会話たいそ
うブックをつくろう 
１年間のまとめ 
My Favorite Thing 
 
 
スキットをつくろう 
 
 
１年間のまとめ 
Welcome to my home 
 
 
Let’s go shopping！ 
 
 
１年間のまとめ 
What are you doing? 
 
 
スピーチをしよう 
 
 
１年間のまとめ 
 
 
 
 
 
 
１ これまでの研究の経緯 
 本校は，平成１４年度より英語活動を開始した。開始当初は，１年生から６年生まで，週１時間のカリ
キュラムを開発し，よりよいカリキュラムをめざしてカリキュラム改善を行ってきた。表１は，そのよう
にして昨年度に実施した英語学習カリキュラムである。また，研究テーマを「英語によるコミュニケーシ
ョンの基礎に培う」と設定し，研究を進めてきた。「英語によるコミュニケーションの基礎」とは，英語に
対する好意的・肯定的な態度のことである。これは，「楽しい」「おもしろい」という情意面だけではなく，
技能や知識・理解を伴った有用感や成就感を味わうことで形成される態度である。このような態度こそ，
将来に渡って英語によるコミュニケーションの力を伸ばしていく基礎になると考えたのである。 
 ただ，このようなテーマで研究を重ねてきたものの，６年間のカリキュラムの系統性をどうするのかが
大きな課題となってきた。そこで，一昨年度，英語学習の目標とカリキュラム構想の視点を提案した。 
 英語学習の目標とカリキュラム構想の視点は，表２のように仮説的に設定した。まず，低学年は，ゲー
ムや歌などの活動を通して多くの語彙やフレーズにふれる「英語活動」の段階とした。高学年は，技能や
知識・理解を伴った有用感や成就感に支えられた英語に対する好意的・肯定的な態度を育む「英語学習」 
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●英語学習 
の段階とした。そして，中学年を「活動」から「学習」へと移る過渡期と位置づけた。さらに，中学年か
らは，アルファベット書いたりフォニックスを行ったりするなど，本格的に音声・文字指導を導入した。 
この結果，６年間の系統性を意識しながら，日々の実践を進められるようになってきた。また，中学年
以降の「英語学習」の段階では，活動そのものの楽しさだけではなく，自分の英語が伝わったり，英語の
仕組みがわかったりすることを楽しむ子どもの姿が見られるようになってきた。 
その一方で，教師が活動の中で何を意味づけたり価値づけたりすればよいのかということや小学校の段
階でどのようなことがわかればよいのかということが，新たな課題として生じてきた。 
 そこで，昨年度，「活動から学びをつくる英語学習」とテーマを設定し，研究を進めてきた。「活動から
学びをつくる」とは，ゲームや歌，show & tellなどの活動を通して英語の仕組みを見いだし，普段使って
いる日本語や既習の英語と比べながら相違点や共通点，特徴を交流の中で共通理解していくことである。 
また，「活動から学びをつくる英語学習」の要件として，「音声・文字指導を位置づける」「子どもの学び
を意味づけたり価値づけたりする」ことを提案した。具体的には，前者については，フォニックスを位置
づけ，子どもが英語をわかる手がかりとして文字や板書を活用することを説明した。後者については，既
習内容，既有知識や経験，日本語と英語を比べさせて気づいたことを意味づけたり価値づけたりすること，
子どものアウトプットに対して HRTが積極的に評価の言葉がけを行うことを具体策として示した。 
こうした研究を進めてきた結果，日本語と英語の発音の違いや語順の違いなど英語の仕組みに注目する
子どもが多く見られるようになってきた。そして，それらを積み重ねていくことで，英語の学びを積み重
ねている実感が少しずつ得られてきた。ただし，具体的に「何を」「いつ」「どのように」子どもに英語の
仕組みを考えさせればよいのかといったことが課題として残された。 
そこで，今年度，「言語的な気づきから学びを深める英語学習」と研究テーマを設定した。研究を進める
ことで，子どもの活動から何を見取り，どのように子どもの学びへとつなげるのかを明らかにしたい。 
 低 学 年 中 学 年 高 学 年 
communication sing  say answer → ask tell  → talk 
活動→学習 多くの語彙やフレーズにふれる英語活動 → コミュニケーションを通して身近な英語を身につける英語学習
関 心 
意 欲 
態 度 
・ALT の話す英語を聞いて，まね
したりくり返したりして，英語の
リズムや音声に親しむ。 
・ALTや友だち，と質問に答えたり
質問したりしながら，英語による
コミュニケーションを積極的に
とろうとする。 
・文字やジェスチャーなど，様々な
手段を活用しながら，積極的に英
語によるコミュニケーションを
とろうとする。 
聞 く 
話 す 
・ALT の話を聞いてまねたり，簡
単な歌を歌ったりすることがで
きる。 
・ALT の話を知っている英語から
推理して聞き取ったり，生活にか
かわる身近な質問に学習した英
語を使って答えたりすることが
できる。 
・身近なことや自分のことを，お互
いに聞いたり話したりスピーチ
したりすることができる。 
読 む 
・アルファベットの大文字を読むこ
とができる 
・簡単な文を，知っている単語や
ALT の発話を手がかりに読むこ
とができる。 
・フォニックスをもとに，簡単な単
語や文を読むことができる。 
書 く 
 ・アルファベットの大文字，小文字
を使い，学習した身近な単語や簡
単な文を書き写すことができる。
・学習した簡単な単語や文を，スキ
ットやスピーチなど目的に合わ
せて書くことができる。 
表２ 本校英語学習の目標 
表３ 言語的な気づきの具体例 
２ 「言語的な気づき」を重視する 
（１）「言語的な気づき」とは 
ここで言う「言語的な気づき」とは，英語の文法や語順だけではなく，発音やリズム，アクセント，言
葉が用いられる場面など，ことばに関する様々な気づきのことである。昨年度提案の中にあった「英語の
仕組みを見いだす」ということも，「言語的な気づき」から始まるものである。このような言語的な気づき
は，主に「日本語との比較」「既習内容との比較」「既有知識や経験との比較」により生まれると考える。
以下の表３に，これまでの学習の中で見られた子どもたちの言語的な気づきの具体例を簡単に示す。 
 
（２）「言語的な気づき」を重視する 
 本校が，「言語的な気づき」を重視する理由は，次の二点である。 
 一つ目の理由は，発達段階に合わせた学習を行うためである。本校では，先述のように低学年をゲーム
や歌などの活動を中心とした「英語活動」，高学年を言語的な気づきから英語の仕組みを見いだしていく「英
語学習」の段階ととらえている。これは，高学年の子どもに実態に合った英語を学ぶ「知的な楽しさ」を
味わわせることを意図している。同様のことは，バトラー後藤も，「中学年あたりから母語との違いなどに
興味を持ち始め，言語に分析的にアプローチしていくようになる」として，「日本では，低学年にも高学年
にも，一様に同じ教材やアプローチを使って英語活動を行っているケースを時々見かけるが，学年に応じ
た子どもの知的興味や言語習得方略等をきちんと考慮する必要がある」と指摘している１)。つまり，中学
年以降の子どもたちに，「日本語とは異なる英語やそれに付随する文化のおもしろさ」「英語を使ってコミ
ュニケーションするよさ」「英語を学ぶ楽しさ」などの知的な楽しさを感じさせたいと考えているのである。 
二つ目の理由は，英語学習を効果的に進めるためである。大津は，「ことばを考える対象とし，その仕組
みや働きを意識的に捉える」ことを「ことばへの気づき」とし，ことばへの気づきを高めておけば外国語
学習の助けになることを指摘している２）。本校でも，「言語的な気づき」を子どもから表出させ，英語の仕
組みを見いだしていくことで，英語を学ぶ楽しさや日本語の仕組みのおもしろさに気づくことができると
言語的な気づきの生成の様子 言語的な気づきの具体例 
日本語との比較による言語的な気づき 
・英語の「th」や「r」の発音は，日本語にはない。 
・日本語では「服を着る」「帽子をかぶる」「マスクをつける」と使い分
けるが，英語ではすべて「wear」を使う。 
・普通だったら「a」は「ア」と言いそうだけれど，ことばの後ろに「e」
がつくと「a」を「エイ」と言う。 
既習内容との比較による言語的な気づき 
・「He is ～.」がたずねる形になると，「Is he ～?」になる。 
・たずねる形になると，文の最後を上げて言う。 
・What are you doing?では文の最後の言い方が下がる。 
既有知識や経験との比較による言語的な気づき
・スポーツの動作で，play baseball play tennis など「play」をつけ
るものとそうではないものがある。団体競技や球技の場合，「play」
をつけている場合が多いのかな？と思った。 
考えている。そして，ことばを分析的にとらえることを教師が子どもたちに価値づけることで，ことばを
分析的にとらえる力も育まれるものと考える。 
平成２０年８月に出された小学校外国語活動の学習指導要領の「内容」における「言語と文化に関する
事項」において，「外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，言葉のおも
しろさや豊かさに気付くこと」と示された。これは，本校で提案している「言語的な気づき」から英語の
仕組みを見いだすことにも関連している。そこで，次項では，「言語的な気づき」から学びを深める方法に
ついて，具体的に示していくこととする。 
 
３ 言語的な気づきから学びを深める 
 ここまでは，言語的な気づきとその重要性について説明してきた。ここからは，言語的な気づきをどの
ように表出させ，どのように子どもの学びに生かしていくのかという方法論について，実践を通して見え
てきたことをまとめていくことにする。 
（１）気づきを交流させる場を設定する 
 歌やゲーム，クイズなど，様々な活動を行うだけでは，言語的な気づきは表出されにくい。そのような
気づきを引き出すためには，気づきを表出させる場の設定が必要である。本校では，主に「活動中や活動
直後の交流」「授業の終わりの振り返り」の時に言語的な気づきを表出させ，交流するようにしている。 
「活動中や活動直後の交流」では，教師が気づかせたい内容を明確にしていることが多い。気づかせた
い内容とは，「基本表現の特徴」「発音」「リズム」「イントネーション」などである。これらの気づきを，
日本語や既習内容などと比較させながら表出させるのである。 
右に示すのは，そのような言語的な気づきを表出
させる場面である。波線部の学級担任の意図的な働
きかけが子どもたちの活動を立ち止まらせ，言語的
な気づきを促しているのである。 
ただし，注意すべきこともある。それは，教師の
気づかせたいという思いが強すぎて，文法などの説
明に終始してしまうことである。あくまでも，子ど
もにとって必然性のある活動が学習のメインである。
もし子どもの言語的な気づきが出なければ，活動に
戻っていくことも大切なことだと考える。 
「授業の終わりの振り返り」では，教師が予想し
ていない言語的な気づきも子どもから表出される場
合がある。例えば，「日本語では『服を着る』『帽子
【「What are you doing?」の文を導入する交流 場面】
 
（略） 
（ALTによる「eating sausage」のジェスチャー） 
子ども:何かを食べているけれど，何かがわかりにくいなあ。
子ども:何をしているのかなあ？ 
ＨＲＴ:じゃあ，リッチ先生に，何をしているのかを英語で
聞いてみましょう。英語で「何をしているの？」を
何と言うか，全員でたずねてみますよ。はい。 
全 員:How do you say 「何をしているの？」in English?
ＡＬＴ:OK. What are you doing? 
全 員: What are you doing? 
ＡＬＴ:I’m eating sausage. 
全 員: I’m eating sausage. 
（HRTは板書をする。) 
ＨＲＴ:今までの文と比べて気づいたことはありませんか？
子ども:はい。今までのものの前に whatがついている。 
子ども:今回は文の最後の言い方が下がっている。 
子ども:聞くときは are you だけど，答えるときは I’m にな
っている。 
（略） 
をかぶる』『マスクをつける』と使い分けるが，英語ではすべて『wear』を使うというのが，おもしろい
と思った」という子どもの振り返りから，日本語と英語のことばの感覚の違いにふれることができた。そ
の際，どのような子どもの学びにつながるのかを教師が判断する必要がある。その判断材料として，「日本
語との比較」「既習内容との比較」「既有知識や経験との比較」を用いることができる。これらを視点とし
て，子どもの学びを意味づけたり価値づけたりするのである。 
このように，子どもの言語的な気づきを表出させる場を設定することが，英語学習の学びを深めるため
には必要になってくるだろう。その際，何よりも教師自身が，子どもの発言を英語の学びとして意味づけ
たり価値づけたりできるかどうかが，重要なポイントになってくるのである。 
（２）一時間一時間の学びの内容を明確にする 
 言語的な気づきから学びを深めるためには，教師自身が，一時間の授業で何を学びとするのかを明確に
おかなければならないと考える。なぜなら，何を学びとするのかが明確でなければ，学びを積み重ねてい
くことや子どもの発言を意味づけたり価値づけたりすることが難しくなってくるからである。 
 明確にする学びの内容は様々だが，まずは，その時間に扱う基本表現の特徴が主な内容になる。その際，
文法ルールの教え込みではなく，どのように子どもの気づきを促すのかを考慮することが重要である。 
（３）板書と評価で子どもの言語的な気づきを促す 
 子どもの言語的な気づきを促すのは，ALTよりもむしろ学級担任（HRT）の役割であると考える。なぜ
なら，英語学習者（子ども）がつまずきやすい部分を，ネイティブである ALTよりも実感しながら理解で
きるからである。その意味では，子どもの言語的な気づきを促すための学級担任の役割は非常に大きい。 
本校では，そのような気づきを促すための手立てとして「板書の活用」「子どものアウトプットに対する
積極的な評価の言葉がけ」を行っている。例えば，肯定文と疑問文を並べて構造的に板書することで語順
の違いに気づかせたり，「th」の発音が正確にできていないと感じたときに ALTの口元に注目させ，自分
たちの口元と比べてその違いをまねるように指示したりしている。 
ただし，学年や子どもの実態に応じて，気づきを促す手がかりが言語だけではないかに注意する必要が
ある。イラストや具体物，身体表現なども組み入れながら，気づきを促すようにしなければならない。 
そのためにも，子どもたちが，英語のどのようなところにつまずきそうかということについて HRT は
教材研究すべきであろう。これらの手立ては，ALTがおらず，学級担任のみで英語活動を行わなければな
らない場合も同様であると考える。子どものつまずきを予想し，子どもの言語的な気づきを意味づけたり
価値づけたりすることは，学級担任こそが行うことができることなのである。     （高山 宗寛） 
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